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本 日 の 行 事   次 期 委 員 会 活 動 計 画

2021－22年度       島崎秀樹会長      

幹事報告          山口里美幹事 

＊地区事務所より 

・4月増強状況報告書 

・増強セミナー参加者コロナ陽性対応の件 

＊ガバナー事務所より 

・ロータリーの友事務所より 

 在籍 70年会員 在・不在確認 

・地区大会事務局より分担金返金の件 

＊加賀中央ＲCより 40周年記念例会について 

＊長良川環境レンジャー協会より 一斉環境

調査について 6月 5日（日）道の駅 長滝 
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第２０６２回例会報告 

会長挨拶                          2021～2022年度  島崎秀樹会長 

今日は何を話そうかと考えていましたが、今月は青少年月間となっております。小・中・高生であっ

たり、ロータリーではローターアクト、インターアクトがありますが、このクラブは縁がない話です。 

今月のロータリーの友の冊子には青少年関連の記事が出ております。その中で、薬物関連の話があり

ました。青少年の間に薬物が広がるという話でした。本来であれば、青少年には薬物は手が届かないは

ずなんです。しかし、それが今では簡単に手が届きます。なぜか、よくよく考えると、コロナでどこへ

もいけない、誰とも会わない、そうするとおのずとストレスが溜まってきます。家族の中でも会話がな

い、もしくは単身で両親がいないという生活を続けると、どうしてもストレスが溜まってきます。その

はけ口として、薬物に手を出すという構図も無きにしも非ずです。自分の子供が、孫が、薬物に手を出

す、手を出すと中々抜けられないのが薬物です。 

以前、薬物というよりは不良少年の方々ですとシンナーに出していましたが、今では普通に薬局で買

うような感じで薬を買います。それが合成麻薬やあらゆる麻薬です。また薬が通信販売、ネットで買う

ことが出来、入手ルートも千差万別になってきました。小遣い感覚で買える為、このような状況で色々

な防止対策をしています。ロータリーも少しずつ手を打っていますが、イタチごっこになっています。 

ロータリーの友の5月号には色々なことが書いてありますので、是非読んでみて下さい。 

ガバナー補佐ご挨拶                   東海北陸道グループ 村下侚刑様 

皆様今晩は。日頃は東海北陸道グループの活動に何かとご協力頂きまして、

誠にありがとうございます。 

松尾芭蕉の句の中で、「麦の穂を便りにつかむ別れかな」、という句があり

ます。我が身の力のなさに、麦の穂をつかんで、別れの辛さを耐えるという

事だそうです。 

ちょうど昨年の今頃、ここに見える藤代大先輩はガバナー補佐さんであり、

私は補佐予定者という事で、各クラブを一緒に回らせて頂きました。その節

はありがとうございました。その時に思ったのは、これから向かう1年はと

っても険しく遠いなと感じていました。振り返ってみると1年というのは、あっという間でした。それは

余裕があった訳ではなく、色々な事が次から次へとありました。それに食らいつくような思いでやってき

ましたが、大変な1年であったと思っています。 
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もちろんその中にはコロナ禍があって、クラブ活動や奉仕活動等そがれた部分もありましたが、色々工夫

しながら、新しい方法を考えるきっかけになり、そこには進歩があったと思います。 

私は今回が最後のガバナー補佐訪問になります。それにふさわしい何かと試案してみましたが、ひらめ

く物がありませんでしたが、一つだけ「君が代」について、思いました。日頃から、最も身近にあって、

その意味をあまりよく知られていない、国歌「君が世」について触れてみたいと思います。外国の国歌は、

先ず戦争、そして地、敵といったような戦闘意識が非常に色濃く表現されています。アメリカの国歌は星

条旗と言われ、「砲弾の赤い光をまとい、空中で破裂する中」、イギリスは「敵を蹴散らし、潰走させ、姑

息な罠をも打ち破りたもうた」、フランスは「血染めの旗が翻る武器を取るのだ、我が市民よ」、中国の国

歌は「いざ立ち上がれ、我らの血と肉をもって、敵の砲火に立ち向かうのだ」と、非常に勇ましい戦闘ム

ードが非常にリアルに生々しく表現されている外国の国歌です。それに比べて日本の国歌「君が代」は男

女お互いに尊敬しあい、結束をもって、皆さん集まってみんなで生きていきましょう。何年も何千年も幾

久しく、さざれ石の巌となりて、小さな小石もたくさん集まれば強く大きくなる。苔のむすまでは、苔は

濡れた所に生えています。常に新しいものを生み出している、子孫繁栄で、古い者は土となり、新しい者

が繁栄しましょう、という平和でとても美しいとされた国歌です。君が世の歌詞は、西暦905年に奏上さ

れた古今和歌集に収録されている歌が元になったと言われています。平安時代には詠み人しらずの古い歌

とされていたそうです。さざれ石が出てきますが、岐阜県が元になっています。地域は揖斐郡揖斐川町春

日の河合額川の源流に位置しており、伊吹山の麓となる位置に公園があり、大きなさざれ石と日の丸の国

旗が並べられて設置されています。君が代という歌は、明治13年10月25日に始めて国歌として歌われた

そうです。それ以来今日まで国民の中で国歌として親しまれています、法律的には国歌という位置づけの

証というものがありませんでしたので、平成11年8月13日に日の丸が国旗、君が代が国歌として制定さ

れました。以上で、私のガバナー補佐としての括りとさせていただきます。1 年間何かとご協力賜りまし

て誠にありがとうございました。、心から感謝申し上げます。皆様のご健勝を心からご祈念申し上げます。 

ニコＢＯＸ                            ニコＢＯＸ委員会 杉山 賢君 

ガバナー補佐 村下様 本日、ガバナー補佐最後という事になりますが、1年間、ご協力賜り誠にありがと

うございました。皆様の益々のご健勝ご活躍をご祈念申し上げまして、お礼の言葉とさせていただきます。 

島崎君 村下ガバナー補佐様、1年間お疲れさまでした。1年があっという間に過ぎました。 

山口君 ガバナー補佐、ご苦労様でした。 

大村君 村下ガバナー補佐、1年間ご苦労様でした。今日、例会終了後、会員増強委員会の委員会を行いま

す、委員の皆様、よろしくお願います。 

寺田澄男君 村下ガバナー補佐、コロナ禍の1年間ご苦労様でした。公式訪問ありがとうございます。連休

に娘たちが3年振りに帰省してくれ、楽しいひと時を過ごすことが出来ました。 

藤代君 村下AGご苦労様です。大歓迎致します。1年間大変でしたね。あと少しです。頑張って下さい。 

和田良一君 村下ガバナー補佐様、ようこそお出で下さいました。お会いできてうれしいです。 

野島君 田植えの時期になりましたが、朝晩は寒いです。5月1日、白山、別山は雪が降ったそうです。今

年の天候が気になります。 

寺田正実君 田植えも終わり、野菜の植え付けもひと段落、少し休みを入れます。 

原君 村下ガバナー補佐、1年間お疲れ様でした。 

美谷添里恵子君 村下ガバナー補佐様、遠路お出かけくださりありがとうございます。今夜はよろしくお願

いします。 

畑中君 村下ガバナー補佐、来訪ありがとうございます。1年間お疲れさまでした。 

遠藤君 昨日、免許の更新で、色が青くなり残念です。４０年無検挙の記録が止まりました。 

杉山君 村下ガバナー補佐ようこそご訪問下さいました。I LOVE出光、I LOVEポロ、I LOVEロータリー。 

尾村君 村下ガバナー補佐様、ご来訪ご苦労様です。 

同文 小島君、山下君、石徹白君、佐藤君、旭君、井俣君、清水君、和田智博君 

次回行事予定 

 ５月２５日  次期活動計画概要６月１１日  加賀中央RCとの締結40周年 

出席報告                              出席委員会 尾村忠雄君                   

 会員数 出席者数 欠席者数 補正者数 出席率 出席免除 

第2061回 ３１名 ２３名 ７名  76.67％ １名 

第2062回 ３１名 ２５名 ５名  86.67％ １名 



 


